


 

利用台数は昨年と比べ４％減となった。


 

料金収入は昨年と比べ４％増となった。

１．

 

平成24年1月の利用台数・収入の状況について

※

 

年度比較を可能にするため、昨年の利用台数を料金圏撤廃と仮定。

【速報】

【利用台数】

＜H23年1月＞ ＜H24年1月＞

206億円 214億円＋4%

▲1%

＋27%

（174億円）

平日（月～土）

（32億円）日祝日 （41億円）日祝日

（173億円）

平日（月～土）

＜H23年1月＞ ＜H24年1月＞

2,847万台 2,747万台▲4%

（2,293万台）

平日（月～土）

（554万台）日祝日 （532万台）日祝日

（2,215万台）

平日（月～土）
▲3%

▲4%
金額は税込み

【収

 

入】
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２．利用台数の状況（平日平均）

H23年1月平日 H24年1月平日

ご負担が増えるお客様

ご負担が変化しないお客様

ご負担が減るお客様

ご負担が増えるお客様

ご負担が変化しないお客様

ご負担が減るお客様

95.6万台/日 92.3万台/日

▲19%

（▲3%）

（26.7万台/日）

（34.1万台/日）

（24.1万台/日）

（24.7万台/日）

（34.1万台/日）

（24.8万台/日）

▲7%

±0%

＋3%

（10.7万台/日）
現金車

（8.7万台/日）

○利用台数の状況（平日平均）

現金車 現金車

ETC車

（▲19%）

（▲1%）



 

平日の1日あたりの利用状況としては、ＥＴＣ車は1％減とほぼ横ばいであるが、現金車は19％減となった。


 

ＥＴＣ車については、ご負担が増えるお客様は７％減となり、ご負担が減るお客様は３％増となった。


 

料金圏を撤廃したことに伴い、料金圏を跨ぐ利用は６％増となった。

【速報】

料金圏を跨ぐ利用

H23年1月平日 H24年1月平日

料金圏を
跨がない利用

料金圏を跨ぐ利用

料金圏を
跨がない利用

（10.7万台/日）

（13.4万台/日）

（11.3万台/日）

（13.5万台/日）

＋6%

＋1%

24.1万台/日 24.8万台/日

＜ETC車のご負担が減るお客様＞

＋3%

※土曜日を平日に含む
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

 

料金圏撤廃により、旧料金圏境の断面交通量が旧東京線-旧埼玉線断面で約12％増加、旧東京線-旧神奈

 
川線断面で約7％増加しており、料金圏を跨いで連続利用する交通が増加している。

○

 

利用台数（旧料金圏境の断面交通量）（平日）

地点 移行前（H23） 移行後（H24) 対前年比

旧東京線－旧埼玉線

 

断面 美女木JCT付近 ２６，４００台/日 ２９，５００台/日 ＋１２％

旧東京線－旧神奈川線

 

断面 羽田および浮島付近（合計） １２５，７００台/日 １３４，３００台/日 ＋７％

○

 

旧料金圏境における交通量の変化（平日）

３．

 

料金圏撤廃による利用台数の変化

美女木JCT
（旧料金圏境）

浦和南(+10%)

与野(+10%)

戸田南(▲23%)

【旧東京線-旧埼玉線

 

断面】 【旧東京線-旧神奈川線

 

断面】

羽田出入口
（旧料金圏境）

川崎浮島JCT
（旧料金圏境）

羽田(▲24%)

勝島(+35%) 大井南(+30%)

浜川崎(+29%)

東扇島（東京方向）
(+15%)

汐入(+19%)
増加した出入口

減少した出入口

戸田南を利用していた交通が、浦

 

和南・与野利用に転換

羽田を利用していた交通が、その前

 

後の出入口利用に転換

空港中央（浮島方向）
(+3%)

子安(+10%)

大師（東京方向）
(+10%)

湾岸環八(+2%)

浮島（ｱｸｱ除く）
(▲5%)

【速報】

※土曜日を平日に含む

※土曜日を平日に含む
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